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「道路と路上」

藤森 照 信 (東京大学生産技術研究所 教 授)

藤森でございます。「道路と路上」というわけのわから

ないような話ですけれども,道 路というものが人間にとっ

てどういうものであるかということを,工 学的ではない人

間の身体の問題とか感覚の問題とか,そ ういうことからお

話ししたいと思います。

私が道路というものについて大変印象深い経験を一度し

ておりまして,それはチベットヘ行ったときですけれども,

チベットのラサというのは相当近代化した都市でございま

して,そ こにラダイ ・ラマの (今はインドに行ってますけ

れども)宮 殿がございます1高 さは4,000mでございま

す。大変空気が薄いところで,景 色が,空 気が薄いですか

らうんと遠くまでくっきり見えるんです。孫悟空が飛んで

そうなところだったのですが。

当然車も走ってますし信号もございます。チベットのラ

サも今は近代化しているということを聞いていたので,そ

れはそうだろうなと思って行ったわけです。

空港から下りまして車に乗ってずっと市内に入らていく

わけです。高速道路ほどではないけど,ビ ュンビュン飛ば

すことができますし,車 もそこそこ行き交わっているわけ

ですが,ラ サの市内へ入りまして,信 号で停まりまして。

ああ信号があるなと思って。それが3つ 目ぐらいの信号.

王宮 (ポタラ宮)へ 行くために車を下りたんです。車を下

りましたら,ち ょうどその目の前,車 のドアのちょっと先

ぐらいを若い人が這って虫のように歩いている。歩くとい

うか,い るわけです。これは知識としては知っていたので

すが,五 体投地といいまして,地 方の熱心な信者がラサま

で巡ネLに来るのですが,そ のときに,普 通の人はもちろん

車で来たりします。歩く人もいます。馬に乗ってくる人も

いるのですが,本 当に信心のある人は,五 体投地といって

絶対歩いてはいけないんです。べたっと寝転がって姿勢を

伸ばして, ミノムシのように行くわけです。それは聞いて

はいたんです,五 体投地があると。ちょうど五体投地やっ

ている,若 い人でしたが,ど こから来たんですかね.五 体

投地をやる方は3年 とかかけてずつと来るわけです。それ

は大きな修行なんです。お坊さんじゃない普通の人が.五

体投地でやってくる。もちろん衣服には,す り減らないよ

うに段ボールやいろいろなものをあてがってやつていまし

たけれども,大 変びっくりしました。人間が地べたを歩く

という最も基本的なことですけれども,そ れをさらに道路

との密着性をよくしたような歩き方を目にしたわけです.

とても車と違うなと。極端な形を見たわけです。近代の道

路の,歩 道ではなくて車道の脇を五体投地して進んでいる

わけです。ラサの人たちは,昔 からあることで,見 ている

から何とも思って有し).1水たまりとかそういうのはどうし

てるのだろうと思うと,1やっぱり避けてますし;大 昭寺と

いう一番中心のお寺があるわけですが,そ こへ行くと,今

度は門前で大勢の人たちが五体投地してました。進まない

んですが,石 がすり減っている。特に女性なんかがいっぱ

いやつていて。そこへ行くのですが, ミノムシのように,

地図もなくて行くわけですから, もちろん途中途中は,お

寺とか,裕 福な人たちが泊めてくださるそうですが,そ こ

までどうやっていくのだろうと思ったんです。信号があっ

たりするわけですから,信 号のところもちゃんと五体投地

で渡るんです。街の中ですから,場 所がわからなくなると,

聞いたり,迷 っているとまちの人があっちとか言ってくれ

る。僕は最初五体投地をやっているとわからなかったので

ぼんと車のドアを開けたんです。そしたらぶつかりそうに

なったということがあったのですが,道 路をそういうふう

に五体投地として使う人がいるということがとてもショッ

クで,チ ベットの中心地の車が行き来する光景と,そ うい

うのにもかかわらず五体投地をずっとやって道を移動して

いる人がいたという光景が大変心に残りまして,ず っと道

路とか人間が移動するということを考えるたびにそのシー

ンが思い浮かぶわけです。

ずつとそういうことを考えてきているわけですけれど

も,き ょうはその辺のことをいくつかお話ししたいと思い

ます。

まず日本で,特 に車の交通という問題と歩くという2つ

がどう違っているかということですけれども,日 本の状況

からいいますと,基 本的には明治以前,車 を交通に使うと
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いう習慣は極めて例外的にしかなかったわけです。もちろ

ん牛車とか,人 が引く荷車がありました。だけど牛で引く

ということが基本で:馬 で引くということは極めて希だっ

た。

これは不思議な現象なんですが,世 界中,馬 で引くのが

普通なんですが,ロ ーマでもそうですし中国でもそうです

けれども,日 本の場合は,な ぜか馬よりも役牛とか移動に

は使っております。牛はもちろん馬よりずっと性能が悪い。

恐らくあまり性能を考えなかったのだと思います。

いろんなことが言われています。例えば日本には動物を

去勢する技術がなかった。去勢する技術がないと (アジア

では中国,韓 国まではあったのですが)家 畜は実際問題と

して車を引かせるには無理なんだそうです。というのは,

さかりのついた時期に,例 えば雄が引いていて雌のにおい

がしたりすると,め ちゃくちゃな運動をしてしまって無理

で,基 本的に軍馬というのも全部去勢して使うわけです。

なぜかというと,列 を乱してしまって,戦 争にも何にもな

らないんだそうです。日本は去勢の技術がなかったという

より,も ともと本気で牛や馬を使おうと思わなかったとい

うのが一番大きな理由だと思います。

基本的に車行の習慣が日本ではなかったわけです。例外

的にもちろんちょこちょこやってましたけれども。じゃあ

何を使っていたかというと,水 運でございます。東京,大

阪はもちろん基本的な荷物は全部船で運んでおりました。

京者6のようにろくなり||がないところでも運,可をつくり,特

に高瀬舟を開発した.高 瀬舟というのは,要 するにごろご

ろ引く船なんです。いざとなればJII底をこすりながら引け

る,人 が引っ張って引くというのが高瀬舟ですが,そ うい

うような工夫までして基本的には水運で行ったわけです.

あるいは東京 。江戸ですと,江 戸の橋を見るとわかりま

すが,全 部太鼓橋になってます。日本橋は,広 重の昔の絵

を見るとわかりますが,大 鼓状に持ち上がっている。太鼓

状に持ち上がっているということは水運を優先したという

ことです。あれは;神 社の入り口じゃないですから面白が

って持ち上げたわけではなくて,下 の荷物を運んでいる船

がつっかえないように持ち上げていました。だから大変な

わけです,陸 上の専行は。もちろん荷車は当時あって,牛

には引かれてませんけれども,荷 車はあったんです。日本

橋なんか渡るのは大変だったわけです,急 斜面を。人が押

して渡ったわけですけれども。そういうふうに日本の場合,

車行の伝統がなかった。そこに突然明治以降馬車,車 とい

う車行が入ってくるわけです。当然それは大きな矛盾 (全

然伝統のないところに入ってくるので)を 引き起こすわけ

です。

実はヨーロッパも,時 代によるのですが,古 代ローマの

ように基本的に車行にあわせて都市をつくった都市もある

わけですが,多 くのヨーロッパの都市は,車 行にあわせて
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つ くっていなかった。時期によりますけれども,む しろ古

代 ローマだけが特別に車行 を大事にしていたわけで,そ れ

以降中世になりまして成立する,例 えばパリにせよロンド

ンにせよ,ヨ ーロッパの現在一般的に知られている都市は,

むろん車行はあったのですが,車 行に相応しいようにはつ

くらなかったわけです。

ヨーロッパで,古 代は別として,車 行,つ まり車で移動

するということを都市づくりの中に,も ちろんヨーロッパ

も都市以外のところではわりと石畳を敷いたりしてやって

いたわけですが,本 格的に車行ということを考えたのは意

外と遅くて,19世 紀の半ば,日 本でいうとちょうど明治

維新の頃,1850年 代,60年 代になります。だから今から

ちようど150年前ですが,初 めてパリで車行を中心とした

都市づくりが行われます。

これは聞いたことがあるかもしれませんけれども,「パ

リ大改造計画」といいまして,ナ ポレオン三世 (大ナポレ

オンの甥)が ,車 のための都市づくりということを考えた

わけです。パリ市長のオースマンという人に命じまして,

オースマンがつくり上げたわけです.こ れが現在のパリで

す。現在のパリに行きますと,ブ ールバールという大通り

がぱ―っと通って,並 本があって,そ の脇に,ち ょうどブ
ールバールのスケールに相応しいような5,6階 建てのア

パルトマンといいますビルが,上 のほうに人が住んで,下

は商店のようなビルがざ―っと並んでいますけど,あ れは

全部 19世紀半ばに,パ リ大改造計画の中で整えられたも

のであったわけです。

こういうふうに車というのは突然,日 本のようにまった

く車行のないところでも全然違う原理で入ってまいりま

す。車行の伝統のあるところでも,車 行にあわせて,車 行

のために敷石 (割った石)を 敷くということだけはやって

いたわけです。敷石を敷かないと,冬 は完全に車は動けな

くなりますから,敷 石を敷くことだけはやっていて,格 別

道路を広くつくるとか,あ るいは道路同士をちゃんとつな

いでいくとか,あ るいは道路が角を曲がるとかいうことは

やっていなかったわけです。日本でも道路の角というのを,

今,隅 切りといって法律で必ず道路と道路の角は斜めに切

ります。住宅地でも必ず切るのですが,そ れをやるように

なったのは明治以降です。それまでは,人 も荷車も直角に

回れますから必要なかった。今は切るわけですけれども,

そういう様々なことは意外と日が浅いわけです。極端にい

うと,車 行用の道路というのは世界でいって150年です。

日本だと明治から始まりますから百数十年:明 治の時,道

路に車を入れるため道を広げたりしはじめるのですが,で

すからそんなにそれはヨーロッパと比べて遅れていたわけ

ではない。ただ,車 を使うという伝統が全然なかったです

から,ギ ャップは大きくして始まったわけです。ですから

車行の歴史は150年と世界でみていいわけです。日本も若
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干遅れますが,大 したことはない。

それに比べると,少 なくとも普通の,人 が歩く歩道,人

道の歴史は, どのくらい遡るかというとはっきりしないの

ですが,普 通は奈良時代に全国の統
一国家ができるわけで

す。奈良時代の前,飛 鳥時代に道路の制度ができてきたわ

けですけれども,ち ゃんとした道路そのものは,輛 生時代

にはすでにできていることが発掘でわかっています。それ

から縄文時代にもあったじゃないかというのは,三 内丸山

遺跡の中で出てきている。踏み固めています。それはとも

かくとして,少 なくとも人が歩いたところに道をつくると

いうことは,2000年 くらいの歴史があるわけですが,車

用の道路というのは150年ぐらいの歴史しかないわけで

す。そういう点ではまだまだ発展途上の移動方法だと考え

たほうがいいと思います。車自身も相当これから変わるで

しょうし,道 路も相当いろいろな形で変わっていくのでは

ないかという気が僕はしています。ですから交通は,ま だ

発展途上のものだと考えて,特 に車行というのはみていっ

たほうがいいと思います。

この発展途上の車行について,先 ほど純技術的なことで

はなくて,人 間にとってどういうものかを考えたいと思う

わけですが,僕 が車に乗る,あ るいは車で移動することを

考えたときに,い つも
一つの参考にしていることがあるの

ですが,一 方で歩行,つ まり二本の足で立って歩くという

問題がございます。これは日頃やつているわけですけれど

も,ま ず進路を確かめ,一 番便利そうなところを選んで行

くわけですが,当 然周りを見るわけです。並本の様子,人

が来ないかどうか,そ れから地上に障害物があったりしま

すから,足 元は,基 本的には人間は意識しては足の周りを

見てなくて, もう少し先を見ているのですが,実 は無意識

のうちに路面の状況というのを判断しております:そ の判

断を間違うとけつまづくわけです。

この足が無意識のうちに路面を判断しているということ

は,僕 自身は昔,高 校時代ですが,山 に登った。そして夕

方になるときがある。そうすると周りがわからなくなるん

です。最後は真っ暗状態になるわけです。懐中電灯を持っ

ている奴が先頭に立って草原みたいなところをずっと歩い

ていくわけですが,そ のとき面白い経験をしたのですが,

要するにどこが道かよくわからないわけです。山道という

のは細いですけれども.特 に普通の人が通らないところを

通ります。一応踏み分け道みたいな。そうするとちゃんと

わかるんです,足 の触覚から.ち ょっと外れた時とか,こ

こは人が歩いた跡だと,こ れはほんとに驚きましたけど。

緊張してますし,早 く下りなければいけない。だけどへた

すると危なくて,足 に当たるいろんなものがあります。そ

れから踏むときの触覚,そ れがものすごく敏感になりまし

て,手 探りというと大袈裟ですが,足 探りみたいなことが

できるわけです。足というのは,そ の気になればこれほど
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ちゃんと路面を判断しているんだという気がしました。

あるいはスキーで下っているとき真っ暗になってしまっ

たことがある.そ のときに,見 えないのですが,先 頭を行

く人たちがやはり懐中電灯を持っていて,だ ―っと斜面を

走っていくわけです。音が聞こえるんです,自 分の前を.

スキーですからすぐそばに行けない。10mぐ らい先。さ
―っという音を頼りに行くんですが,そ のとき,や っぱり

足でわかるんです,下 がどうなっているか。相当微妙なも

のだという気がしたのですが。そういうふうにして日頃は

無意識ですけれども,恐 らく無意識のなかで足がいろいろ

判断しながら危険を考えながらずっと歩いていっているわ

けです。これが歩道 。歩行の基本になるわけです。もちろ

ん日で見て,足 で感じて,頭 で判断して,そ れを風を感じ

たり,音 や臭いを感じたりして歩いていくのが歩行になる

わけでございます。

これと全然違う経験をする移動というの力渚『市の中であ

ります。何かというとエレベーター,特 に超高層のエレベ

ーターですが,超 高層ビルというのはできてそんなに日が

浅いというわけでもないけれども,霞 が関ビルができて30

年近くになるわけですが,そ れ以降,超 高層の中で働いて

いた人たちにいろいろ聞いたことがあるんです。超高層に

入つて何が変わったか。おしなべてみんなが言っていたの

は,外 へ出なくなったのだそうです。昼飯時でも,で きる

だけ近くで,大 きな超高層に入つている会社ですと中に食

堂持ってますから,そ ういうところで食べる.な かなか下

まで,昔 ,10階 建てビルぐらいのときは毎日,昼 はみん

なとご飯食べに行っていたのが,超 高層になったとたんに

行くのが億劫になって出なくなった。僕らも超高層で時々

仕事をすることがあるのですが,や はり出る気がしないん

です。

なぜなんだろうと.高 さだけですと別にどうつてことな

いし,時 間だけだとエレベーター使えばわずか1分 くらい

の差ですが,こ れはやはリエレベーターの問題というのが

あると思います。

エレベーターの中に入っているときのことを思い浮かベ

てほしいのですが,あ の感覚は,エ レベーターの中にある

空気 (ムード)と いうのは,ほ かにないんですよね。エレ

ベーターの中にしかない。エスカレーターにはもちろんな

いし,歩 いてもない,車 の中にもない,エ レベーターの中

にしかない独特のものがあるわけです.

当然ですが,ま ず入るとみんな黙るんです。じっとして

いるわけです。どこを見るわけにもいかないから何となく

じっと黙って壁を見ているか下を見ているかするわけで

す。あのときの数十秒間の独特の空気は,都 市の中で暮ら

していても,田 舎で暮らしていても,あ れ以外では味わわ

ない独特の雰囲気,独 特の空間の中に我々はいるわけです

が,ど うもあの空間が,超 高層ビルから人が外に出たくな
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くなる気持ちのもとになっているのではないかと思ってい

るわけです。

エレベーターというのはいったいどういう空間で,そ の

中で人間はどうなっているかということを考えてみるわけ

ですが,ま ずエレベーターというのは,点 から点へと行く

わけです。1階から20階 とか30階 とか行 くわけですが,

その間は自分の判断がないわけです。入るとき,出 るとき,

その2つだけ,点 と点についての判断で,移 動の中間は人

間は判断停止になっているわけです。あとはお任せするわ

けです.歩 行ですと,と にかく一歩ごとに判断しいるわけ

ですから,一 歩ごとに体と五感を働かせながら歩いている

わけですが,そ れがないわけです。一種の判断停止をして

いるわけです。脳がいろいろ判断しながら自分で決定して

いくということを中止しているわけです。

じゃあそれ以外の感覚はどうなっているかということを

考えますと,視 覚があります。車に乗っていても人が歩い

ても外の景色を必ず見ているわけですけれども,そ れはな

いわけです。必要ないし,箱 の中ですから視覚も停止して

おります。もちろん見えないからしょうがないわけですが.

聴覚も基本的には停止しております。別に音を聴く必要は

ないわけですから,聴 覚も停止しております。車に乗って

ますとあれこれ聞こえますが,そ れも聞こえないわけで

す。

それから,体 感ということもなぃ。だいたい皮膚で感じ

たり重力を感じたりするのですが,体 感のうち重力の部分

だけは若干あるのですが,少 なくとも風が吹いてさわって

いくというようなことはございません。それから,歩 いて

いるときは,何 となく肉体,重 力というか,大 地を感じな

がらドシンドシン,あ るいは足をすりながら歩いて歩いて

いくわけですけれども,そ ういう足から来る体感もないわ

けです。1カ所にずっと立っておりますから.要 するに,

視覚,聴 覚,体 感,嗅 覚,そ ういう人間の脳以外の肉体的

部分が応答することを身体性といいますが,身 体というの

は肉体にくっついている触覚をはじめとする様々な感覚が

あるわけですが,そ の身体性というものが停止しているわ

けです。ですから判断の停止と身体性の停止がエレベータ
ーの中で起きていることなんです.こ れは実はエレベータ
ー以外では,現 在我々が普通に暮らしている中ではないわ

けです。恐らく我々が普通経験しない脳と体の停止状態と

いうのが,あ のエレベーターの中での独特の,一 言でいう

と嫌な感じです。何とか早く脱したいと思う感じのもとに

なっていると思われるわけです。恐らく身体性と判断の停

止とぃうのは, きっと棺桶の中というのは,ま だ入ったこ

とがないわけですが,棺 桶の中というのは (意識がないか

らいいのですが)恐 らくああいうものだと思います。もち

ろん身体性も判断も停止しているわけです。エレベーター

というのは,極 端に言うと移動する棺桶というと,エ レベ
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―ターをつ くっている人に申し訳ないのですが,少 なくと

も生 きている人間にとっては移動する棺桶であ り,そ こは

瞬問的ですけれども,十 数秒間の死の世界に違いないんで

す。

普通,、人はそう思ってないけれども,恐 らく無意識の中

でそう感じていて,そ のことが結局,エ レベーターに入る

と突然人を無口にして,エ レベーターから出るとき何とな

くはっとするわけです。これは毎回そうです。それから,

超高層に住んでいる人が下に行きたくないというのは,恐

らくエレベーターを経過しなければいけないという,あ の

ことが本能的に嫌がっているのではないかと思うわけでご

ざいます。

エレベーターという非常に極端な例であったわけです

が,車 というのは何かということを考えますと,人 間にと

って車というのは歩行とエレベーターの中間的な性格をも

っているのではないかと考えるわけでございます.ま ず点

から点へ移動するということがございます。歩行というの

は基本的には自由なわけです。道路を歩きますけれども,

道路は網の目のようにありますけれども,自 由に歩ける.

斜めに突っ切ってもいいわけですし,あ るいは裏道を通っ

てもいいわけですけれども,相 当自由度がございます。特

に車行の代表的な高速道路になりますと,歩 行における自

由度は極端に減っていくわけです。基本的に高速道路です

と,乗 るところと下りるところは自分で判断するわけです。

乗ってしまうと,そ の間は判断停止ではないのですが,相

当点と点の間は決められてしまうわけです。自由度はない

わけです。ですからエレベーターほどではないわけですが,

判断は半分ぐらい停止するわけです.つ まり,道 筋が限ら

れてしまいますから。しかし,完 全に停止するわけではな

ぃ。スピードは自分で決めなければならないし,危 険がご

ざいますし,カ ーブもございますし,対 向車とのいろいろ

ございます。ですからエレベーターとは違うのですが,た

だやはり判断としては半分停止,半 分稼動という状態にな

っているわけです。

それから身体性について言いますと,視 覚は相当働きま

す。場合によると歩行よりもはるかに働かせなければいけ

ません。基本的に高速道路の中は視覚で,危 険とか距離と

か方向とかスピードとかぃろいろな指示があります。全部

視覚でやってますから,視 覚は歩行よりもはるかにある面

では敏感に働かしております。特に高速になってますから,

じっと見つめてないと,ぼ ―っとするわけにいかない。そ

ういう点では視覚はわりと重視されております.

それから聴覚。これも歩行に比べれば相当落ちてますが,

音がしたり,前 の車のブーッという音がしたり,横 を抜い

ていく車の音がしたりしますから,半 分ぐらいは残ってい

るわけです。

体感についていうと,風 を感じることはございません。
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臭いのようなものを判断するということもあまりないわけ

です。ただ体感がまった くエ レベ
ーターの中みたいに停止

しているかというと,そ れは違って,タ イヤを通してくる

振動がございます。これはわりあい大きな情報源でござい

まして,路 面の状態はいつも無意識で感じております。と

きどき継目があるとガタッとしたりしますし,道 路による

と,体 感に訴えるようにぶつぶつがついていて,ス ピ
ード

を出すなとか,そ ういうことをやってますが,体 感は歩い

ているのに比べれば落ちておりますけれども,半 分くらい

はあるわけです。ですから車というのは,ち ょうどエレベ

ーターと歩行の中間的な位置にいるというのが僕の判断で

ございます。

同じ道路でも高速道路と普通道は違いまして,当 然なが

ら高速道路のほうがよリエレベーターに近いです。普通道

路のほうがより歩行に近い状態にあるわけでございます。

ですからエレベーター,高 速道路,普 通の車行の道路,歩

行する道路,こ ういう順に人間の身体性とか判断というこ

とでいうと並べることができるのではないか.

身体性と判断を全開して人間が移動する,こ れは
一種の

路上になるわけです。路上を感じながら路上を移動するわ

けですが,エ レベーターになるにしたがって路上的な1生格

がなくなるわけです。身体性判断が停止してきます。です

から,極 端なことを言うと,高 速道路というのは道路では

ありますけれども,路 上というのは半分以下,3割 くらい

になっている.じ ゃあ何を100%と いうかというと,恐 ら

く五体投地というのは道路の路上というのを感じている

100%だ と思います。歩行はそれに比べれば80%ぐ らい

でございますけれども.普 通の道路が50%と すると,高

速道路は,路 上の性格というのは40%,そ れからエレベ

ーターは恐らくゼロといえるのでないかと思います。

こういうようなことを考えたのは,実 は日本の高速道路

というのは非常に大きな問題を持っております。当然それ

は様々な形で反対運動となったりしておりまして,道 路行

政というのはあれこれ問題を秘めているわけでございま

す。音の問題,景 観の問題,エ ネルギーの問題,空 気の汚

染の問題,い ろいろありますけれども,基 本的にはさっき

言いましたように150年しか歴史がないわけで,発 展途上

にあるわけですが,こ の高速道路のことを考えるとき,機

能的な問題だけではなくて,運 転している人たちがいる。

車に乗っている人たちがいるわけですが,そ の人たちにと

って高速道路がどうあるべきかということを考えるべきで

はないかと私は考えているわけです。

それは基本的には道路というものが持ってる,半 ば歩行

に近いけれども,半 ばエレベータ
ーにも近いという,要 す

るにちようど歩行とエレベーターの,あ るいは人体と純粋

な機械による移動との中間的な性格をもっていて,中 間的

な性格を持っているということをちゃんと考えながら道路
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というものを基本的には考えていかなければいけない。歩

行のように100%人体,人間によるものとは別です。しか

し100%を 機械によるエレベーターとも別です。その辺の

ことを考えながらやっていくのは基本的なことで大事では

ないかと思うわけです。

結論的に言いますと,日 本の道路というのは若干エレベ

ーターに寄りすぎているのではないかという気がいたして

おります.外 国で高速道路でもいいですが,乗 ってみると

わかりますが,ち ょっと日本と違うんです.日 本の高速道

路のほうが,特 に都市に入つてきますとエレベ
ーターに乗

っているような感じがするんです。景色もだんだん見えな

くなりますし,狭 い中をずっと走る。空があいているだけ

がエレベーターと違って,そ れをずっと行く.ス ピ
ードは

自分で何とかなりますからいいのですが。その辺がもうち

ょっとエレベーター寄りを人間寄りに引き戻す必要がある

と考えているわけです。

具体的に,分 析的にいいますと,さ っき言いましたが,

身体性の問題で,視 覚,聴 覚,体 感,そ ういうものをもう

ちょっと回復するような形にすべきではないかと思うわけ

です。例えば視覚といいますと,日 本の高速道路から見え

る景色は非常に汚いわけです。一般の街の景色ではなくて,

高速道路から見えるのは倶1面の擁壁であり,削 った斜面の

擁壁であり,あ あいうものですけれども,美 的な状態,つ

まり目に気持ちのいい状態になっていないわけです。ある

いは聴覚もそうです。測つたわけではないけれども,何 と

なく音が大きいような気がする。恐らく佃I壁がわりと高く

なっている。これはいろいろな理由でなっているのですが,

それからくる反射の問題だと思いますけれども,そ ういう

気がいたします。

体感の問題は, どうしようもないのかなと思いますが,

少なくとも視覚的な問題,体 感もあるような気もするので

すが,わ りとごつごつ,ご つごつするんです, 日本の道路

は。つくり方の問題かもしれませんが,恐 らく継目の問題

があるのではないかと思います.わ りと日本の高速道路は

地上ではなくて空中を走らせますから,そ れはしょうがな

いことかもしれませんが,そ の辺を考える必要があるので

はないか.

こういうことをいうと,お 金がないからそういうことが

できなかったんだと何となく考えがちなんですが,そ うで

はないんです。日本の最初の高速道路は,都 市内の高速道

路ですが,東 京オリンピックのときに今の首都高速道路を

つくつたわけですが,首 都高速道路をつくったときに,日

本の高速道路の現在指摘される一番の問題は,都 市内でで

すが,一 番極端に現われているのが日本橋の上です。あそ

この上に高速道路をつくったわけです。今は,あ れは日本

の高速道路行政の最大の汚点みたいに象徴的に言われるわ

けです。まず日本橋という最も重要な道路の原点にああい
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うぶざまなものをつくってしまったという問題がございま

す。́

これは,実 は何度も検討されているんです.ど うするか

と本気で.一 つは下を通そうということです。ところが水

がなくなるんです。水のさらに下を通すかということ。も

う一個は,も っと上を通すか.だ けど,い ずれも別な問題

が吹き出してしまう。あの上を通す,今 のような状態であ

るのをやめるのに道路公団もやぶさかではないんです。あ

れをやめるためのお金ぐらいは付ける覚悟はあるようです

が, どうやったらいいかわからないんです。水の下をさら

に通すというのが・・・.だ けど,い ろいろな問題がある。

あの問題について公団の昔の人たちに聞いたことがある

のですが,あ あいう問題が起きると思わなかったのか。つ

まり,あ んなにぶざまなものはないと批半Jをされているわ

けです。特に外国と比較されて,日 本の都市は何事をやっ

ているのかといわれるわけですが.聞 きますと,基 本的に

どこにもなかったそうです。オリンピックで日本橋の上を

走らせると決めたとき,歴 史とか,都 市の景観からまずい

のではないかというのは全然なかったんだそうです。あれ

ば恐らく下を通したし,ほ かの方法を考えただろうと。だ

けど全然なかった。だから何の問題もないと思って通して,

今は反省せぎるを得なくなったわけです。

道路の側面に,た だ汚いコンクリートの壁が並んでいる

のですが,あ れのことについてどうだったんですかと聞き

ました。高速道路をつくるときに,日 本のデザイナーたち

が大勢あのデザインに入っていくわけです。粟津潔さんと

いう, 日本のあの時期から活躍しているトップデザイナー

ですが,栗 津さんに直接聞いたのですが,高 速道路をオリ

ンピックでつくるときに,デ ザイナーたちが入ってデザイ

ンの問題をいろいろやったのですが,道 路の側壁なんかに

ついて議論はなかったのですかと聞いたら,ま ったくなか

ったんだそうです。自分たちも考えなかったそうです.ま

ず高速道路が街の中から見えるわけです。非常にぶざまな

んですが,それがぶざまに見えると思わなかったそうです。

どう思ったんですかと。きれいなものだと思ったそうです。

コンクリートや鉄の柱がが立って,そ こにコンクリートが

だ一っと, とてもいいものだと思ったっていうんです。ど

うしてそう思ったのかわからない.で もあの時はそう思っ

た.栗 津さんたちがデザイナーとして入っていったい何を

いったいやったのですかと言ったら,自 分たちがテーマだ

と思ったのは標識や信号だというんです。信号がいろいろ

つきますね,あ と何メートルだとか表示がつきます。あれ

をどういう美しいデザインにするか,こ れは一つのテーマ

だと思ったと。だからアメリカヘ行っていろいろなことを

調べたり,い ろんな実験をして色と形,見 やすくて,な お

かつデザインがいいのを決めた。もう一つ,高 速にある料

52

生 産 研 究

金所のデザインを考えた。基本的にはコンクリートのああ

いう塊的なものが街を通るのは非常にいいことだと思って

いたというんです。むしろコンクリートのままど―んとい

けば,そ れはそれでいいので,特 別色や考えた形について

微妙なことをやったりするということはなかった。材感は

コンクリートの打ち放しでいいと思った.信 号と料金所以

外はそれでいいと思ったというんです。もちろん栗津さん

自身も,あ の時にもうちょっとそういうことを考えていた

ら相当違っただろうと。何でもそうですが,最 初に予算が

付かないと,あ と付かないんです。最初のときにそういう

ことも考えて予算が付ければ,あ とはずっと付くわけです。

お金がないということではなくて,そ ういうことを考えな

かったというのが本当だったと思います。

じゃあ外国はどうかというと,外 国でもそういう問題は

考えられていなかったんです。栗津さんたちがアメリカに

調査に行ったときも,橋 脚のデザインとか路壁のデザイン

をどうするか,斜 面をどうするかということについては,

斜面は切つてコンクリートをば―っとやる。橋を架けると

きはコンクリートをど―っと架ければいいという,そ れだ

ったといいます。それをそのまま東京の中に持ち込んでし

まったということです。

実はヨーロッパやアメリカの高速道路は都市の中をあま

り走らないんです。日本だけが特別で,都 市のど真ん中を

相当たくさん走るわけです。ですから道路の問題というの

が非常に過激に日本の場合は出てしまうわけです。これは

日本だけではなくて,恐 らくアジアの都市が,今 高速道路

を都市の中に持ち込み始めております。日本もそうですし

タイもそうです。中国なんかもだんだん入ってきているわ

けですが,恐 らくそのときに,非 常に極端な形で道路が,

機能的なものは別ですが,普 通の人間の日常生活から見た

ときに否定的なものとして見え始めることが多いわけです

が,こ れはやはり何とかするというのが大きなテーマでご

ざいまして, もちろん景観については土木のほうでも相当

注意しております.昔 に比べればずっとちゃんとデザイン

をしているようになってくるわけです。そのときに一番基

本的なことは,車 の道路を基本的にエレベーターと人間の

歩行のちょうど中間的なものであって,中 間的なものだか

ら,エ レベーターのままでずっといくことも許されるわけ

です。日本の場合はそれがずっといってしまった。逆にい

いますと,中 間的なものですから人間の側に,人 体の,い

わゆる歩行の恨1に, もちろん完全には行きませんが,ひ き

つけることも可能だと。つまり身体性が回復するような形

で車行というものを変えていくことも可能なわけございま

して,そ れが恐らくまだ150年の歴史しかない車行につい

ての21世紀の課題ではないかと考えております。

以上です.


